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本論文は，代表的な実用超電導導体である NbTi 系合金導体，並びに Nb3Sn 化合物導体，中でも新製
法でその実用化が期待される“ in situ"法 Nb3Sn 導体について，将来の核融合炉への適用上想定され
る問題，特に応力/歪に関連する問題について研究を行ったもので，次の 7 章よりなっている。
第 l 章では，従来の研究について概説し，本研究の目的と内容について述べている。
第 2 章では，実験に用いた応力/歪効果測定装置につき，その歪誤差が:!::: 0.008 %以内の精度である
ことを確証し，測定データの信頼性を明確にしている。

























(3) In situ 法で作られたNb3Sn導体では，ブロンズ法で作られたNb3Sn 導体よりも耐応力/歪特性が
良好で，歪が 2%に達して，尚可逆的な歪効果を示すことが明らかとなった。
以上の研究成果は，核融合環境下におかれた超電導導体の特性評価に関して新しい知見を与えたもの
であり，核融合工学，並びに超電導工学に寄与すると乙ろが極めて大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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